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社団法人町田法人会会長三橋忠正

会員の皆様におかれましては益々ご健勝の

こととお慶び申し上げます。

常 EI頃、会員の皆様には、当会の運営につ

きましては、格別のご協力を賜わり厚く御礼

申し上げます。

さて去る 5月18日、ラポール千寿閣に於て

当会第十回通常総会を開催致しました。詳細

な報告は後に譲りますが、当日はIIIJ国税務署

長楼井様をはじめ、 IJIJ田市長寺田様、東京税

理士会町田支部長安部様ほか多数の方々のご

臨席を迎ぎ、厳正なうちにも盛大に総会を終

了することができました。心より 厚く 御礼申

し上げます。

またご案内のとおり 7月は局の恒例人事異

動の月に当たります。11汀国税務署におきまし

ても、当会の運営にご指導 ・ご尽力を賜わり

ました楼井署長様、木谷総務課長様、法人税

統括官須田様、植野様、東山様が夫々ご栄転

されました。これまでのご指導に御礼申し上

げますと共に、 より一層のご活躍を心よりお

祈り致 します。

新 しく安光洋署長様、中村松介総務課長様

をお迎えし、さらに法人税特別調査官として

有田四郎様、法人税統括官として第一部門小

林英男様、第二部門小西謙二郎様、第三部門

熊谷祐治様がご着任されました。
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当会の運営に倍旧のご指導とご支援を賜わ

りますよう心よりお願い申し上げます。

さて、この会報の最終ページにもご案内を

申し上げておりますが、今年度は当会の創立

40周年、 tl:団化10周年の年に当たります。昭

和25年の設立時に150社で出発致しました当

会も、昭和55年の社団化を経て、現在会員数

3331社へと大きく成長して参りました。組織

の強化と充実のために、細分割して参り まし

た地区会も 17会になっております。組織率は

東法連46法人会中、常に上位にランクされて

おります。ここまで成長してこられたのも、

理事をはじめ、地区会長、支部長、班長各位

の弛まざる努力のお蔭と 、改めて感謝申し上

げます。

尚11月には周年を迎える式典と、それに伴

う各種記念事業を準備致しており、此に総会

後各委員会も活発な事業展開をすすめており 、

改訂会員名?専の発刊 も企画致しております。

節目の年を、さらに飛躍の年へとするために

も、会員の皆様はもとより、税務ご当局の|暖

かいご指導、並びに税理士会IJ町田支部の諸先

生方のお力添えを心からお願い申し上げる次

第でございます。

終りになりましたが、会員企業の益々のご

発展をお祈り申し上げ、ご挨拶と致します。

、』
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暑さ厳しき折り 、社団法人11町田法人会の皆

様方には、ますますご清栄のこととお慶び申

し上げます。

私は、この度の人事異動で東京国税局調査

第二部から参り ました安光でございます。楼

井前署長同様ご支援 ・ご協力を賜りますよう

お願い1j=Jし上げます。法人会の皆様方には、

平素から税務行政の円滑な運営にご協力を賜

り、厚く御礼申し上げます。

町田法人会は、東京法人会連合会の中でも

有数の組織率を誇 り、昭和25年の創設以来、

健全な納税者団体として地域に密着 した事業

活動を通 して、申告納税制度の普及と納税道

義の高場に努められ、さらに、企業経営の健

全な発展にも多大な貢献をされていると伺っ

ております。これもひとえに三橋会長を初め

役員 ・会員の皆様方のご熱意と、日頃の献身

的なご尽力の賜物であり、私共といたしまし

ても大変心強く感じますとともに心よ り敬意

を表する次第であり ます。

今年度は、町団法人会の富Ij立40周年・社団

化10周年の記念すべき年に当たる わけですが、

これを機に更に飛躍 ・発展されますことを念

願いたしてお ります。

さて、我が国の経済は、国際政治の激変 ・
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/l町田税務署 長安 光 洋

ドラスチ ック な為替の変化等懸念材料はある

ものの、設備投資の増大や堅調な個人消費に

支えられ、戦後 2番目の長期景気拡大を持続

しております。このような経済の発展に伴い

税務行政を取り巻く環境は、経済取引の国際

化 ・複雑化、納税者数の増大などにより、質 ・

量ともに厳しさを増しております。また先般

の税制改革を契機と して、税に対する国民の

関心は一段と高まっており、税負担の公平確

保に対する要請は益々強ま っております。

私どもといたしましては、こうした社会経

済情勢の変化を的確にとら え、適正かつ公平

な課税の実現を図り信頼される税務行政を確

立するため、今後とも一層の努力を傾注して

参る所存であり ます。

どうか会員の皆様には、皆様方の法人会活

動が益々重要な意味を持つものになって行く

ことをご認識下さいまして、なお一層活発な

会活動を展開され、また税務行政のよりよき

理解者としてご支援 ・ご協力を賜りますよ う

お願い申し上げます。

最後に町田法人会の益々のご発展と、会員

の皆様のご健勝並びにご事業のご繁栄を祈念

いたしまして、ご挨拶といたします。



社団法人町田法人会

第十回通常総会報 主七
日

十回漕常総

総会においてご挨拶をする三橋会長。

平成 2年 5月18日、午後 3時より相模原市

の千寿閣において第十回通常総会を開催した。

司会、杉浦常任理事が開会を告げ、会員数

3，266社のうち過半数を超える1，833杜(うち

委任状1，691社)の出席があり、総会は適法

に成立した旨の報告を行った。

続いて総会次第に従い、石井副会長の開会

のことば、 三橋会長あいさつの後に同会長定

款の定めにより議長席に着くところであるが

体調不良のため退場したので、 定款第 4章第

15条の定めにより、石井副会長議長席に着席、

萩生田、八木両常任理事を議事録署名人に選

任し、議事に入った。

第 l号議案 平成元年度事業報告承認の件

岩波総務委員長 報告。

第 2号議案 平成元年度収支決算報告並び

に監査報告承認の件

五十子財務委員長、岩津監事報告。

第 3号議案平成 2年度事業計画(案)承

認の件

岩波総務委員長 朗読説明。

第4号議案平成 2年度収支予算(案)承

認の件

五十子財務委員長 説明。

各議案、それぞれ慎重に審

議し、 4議案を可決し議事を

終了した。

引き続き感謝状の贈呈にう

つり、平成元年度会員増強功

労者 102名に対し、石井副会

長から表彰者を代表して、伊

田南第 3地区副会長に感謝状

が贈呈された。

つづいて、ご来賓の桜井町

田税務署長、佐熊町田都税事務所長、安部東

京税理士会町田支部長、 加藤町田商工会議所

会頭よりご祝辞を賜り 、鈴木副会長の閉会の

ことばをもって午後 5時終了した。

第2部として、金子常任理事の司会のもと

懇親会を開催。佐藤町田税務署副署長による

乾杯ののち、寺田町田市長にご祝辞をいただ

き、歓談後金津大同生命保険相互会社八王子

支社長の中締めで、盛大のう ちに終了した。

〔議案の概要〕

第 1号議案 平成元年度事業報告

・ (財)全国法人会総連合関係 行事10回

・ (社)東京法人会連合会関係 行事41回

・ 三多摩法人会連合会関係 行事 7回

. 町田法人会関係監査会 l回、総会 l回、

(会議)

理事会11回、常任理事会 1回、 |臨時役員会 4

回、会員数調査特別委員会12回、委員会14回、

地区役員会30回、 記念行事準備委員会 1回、

法人会共催制度連絡協議会 l回。

(事業)

公開講演会 1回、拡大役員研修会 l回、 地
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区研修会 7回、年末調整事務等説明会 6回、

新設法人税務説明会12回、決算法人税務説明

会12回、初級実務簿記講宵会 9回、中級実務

簿記講宵会 9回、会員増強運動10月-11月、

12-3月に実施。

町田法人会報 4回、法人会ニュース10回発行。

関連行事13因。

(部会)

源泉部会関係諸行事13回、青年部会関係諸行

事39回、婦人部会関係諸行事17回。

(その他)

平成 2年度税制改正要望事項について、地元

』 選出衆議院議員に対し陳情を行なった。

第 3号議案 平成 2年度事業計画

・事業活動の基本方針

法人会は、「よき経営者をめさ守す者の団体」

として、社会的に信頼される健全な企業経営

の維持発展と、 '21世紀をめざした望ましい

税制の実現」に向けて活動して行くとともに、

福利厚生制度の充実による会員企業に対する

責任を果たしていくことを基本とする。

この基本的理念をふまえ下記重点事項に添

って具体的事業計画を推進する。

-重点事項

1.会員増強と加入率の向上。

会員数及び力11入率は、相当高い水準に達し

ているが、新設法人の恒常的増加、転出入に

よる会員の移動が激しい現状であり、このま

ま推移すると加入率の低下を招く恐れがある。

従って、会活動を維持する重要な柱である

会員増強運動をなお一層推進し、加入率の維

持、向上に努める。

2.地区組織の充実強化。

地区組織の充実を図るため、随時地区役員

会を開催し、情報の交換を行うとともに、研

修会、懇談会、会員増強等を実施して、会員

相互の親睦を深め地区活動の活発化を図る。

3.事業活動の拡大。

効果的な事業活動を実施するため委員会と

地区会、部会との緊密な連携のもとに主体事

業の質的拡大を図り、会員企業に役立つ、キ

メ細かい事業の実施に努める。

ご来賓 名簿

町田税務署署長

町田税務署副署長

' 町田税務署総務課長

法人税第一部門統括官

法人税第二部門統括官

法人税第三部門統括官

法人税第一部門上席指導官

町田タイムズ社(武相)社主

町田ジャーナル社主幹

棲 井 保 殿

佐藤公彦殿

木谷聖三殿

須田靖殿

植野浩幸殿

東山幸次殿

町田市役所市長

東京都町田都税事務所所長

東京税理士会町田支部支部長

町田商工会議所会頭

大同生命保険相互会社

八王子支社長

寺田和男殿

佐熊輝雄殿

安部泰弘殿

加藤二郎殿

金j畢重男殿

野崎 肇殿| アメリカンファミリ一生命保険会社

山根吉人殿

堀江泰紹殿

八王子支社長 稲葉裕殿

AIU保険会社八王子支庖長 膏藤裕殿
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第 2号議案 平成元年度収支決算報告並びに監査報告

平成元年度収支 計 算 書
n・F成元年 4)j 1日至'V'I，此2"1'. 3月3111
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I 収入の部

1 基本財産運用収入
2 金 貸阻入

3 事軍服入

111 研修会収入
121 会報掲載 il、山収入

4 補助金 収入

5 総収 λ
I}) ， 主取引.(，1

121 m 71 印刷収入
1:<1 [) M琵込1'，111'，i:J]{収入 l

I~ 1 11/ " 収 入 |

当期収入合計 (A)

前期繰越版主差額

担入合計 (B)

!( 1'1¥の部 | 

1 事婁費|
: 11 hJt修会費|

'21 ，ム m 費|

131 報発行費
川)会 ti名簿強行11'，
IS) 連/，会会鰍!f 1 

161 会 IIil'l 1l! j怯 j1t曹 i
17' 地 R 土:日目週刊 jV I 

1制 i';i~ i'Z" Jt '，Y，' t't I 

{91 it {'i ~-~ 'f? 
11ω Irff克.~~ !1'; ~~費 l
(1)) jJj ;外 j'l 1 

11由時 'IJ 膏|

1¥3} "t j~ 背|

2 会議費

111総会 費

(21 役 II 会費

1:<1 吾 o 会費

3 管理費

111 転t 科 T
121 十1"1 I'i 
(31 旅食生:辿
(1 ) jll! 1; ~ 

151 11 お 備 品

(引ii'i tt 1¥(11 

171 修純

{制収 ifl n:. 且

19) ま
{川引l 税 公
1111 主;払 f 数
II~ 1χl 子i
11刻惟

‘' 

当
時
日
賢
官
叫
日
山
口
肯
費
汽
諜
件
費
費

‘' 

以上の通り報告いたします。

平成 2年5月18日 社 団 法 人町田法人会会長三橋忠正

以上の決算書類を監査したところ、適正かつ正確で、あることを認め報告します。

平成 2年4月16日 監事岩津正義⑪ 監事若林忠治⑪
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第 4号議案平成2年度収支予算

平成 2年度収支予算書
自平成 2年4月 l日.歪平成 3年3月31日

(単f企:1'11

科 日
平成 2年度 千成冗年度

差 官t J高 要予算額 F 昨額

I 収 入 の 部

1 基本財産運用収入 178，250 178，250 。 基本財産定時l利息
2 会費般入 28，737，800 27，462，400 893，600 出IJ-I"i会II数 3.266社
3 事 業収 λ 2，020，000 1，120，∞o 900，0∞ 
10 研修会収入 320.加。 320.冊。 01 i車記講判会会費
121 会報倒絞 11:針収入 2回。冊。 800.町抽 ム 600.0剖 町田法人会報第34号!五から37.~;.柑献広告料
131 名 簿 f首位広告収入 1.5佃 .000 。 1.500.刷用 会II名;専新現拘載 ""科

4 補 助 金 阪 入 5，208，424 4，549，880 658，544 東法連より品!t補劫金
5 雑 収 入 関6，754 872，427 14，327 
1I1 .圭 取 手IJ i白. 236.754 72 .427 164.327 ft-通定!日JfI1金利息
121 宛 r，印刷収入 。 150.000 4込 150.0凹 雑収入へ統一
131 D M世itl'!判受取収入 。 200。冊。 凸 200.0叩 雄収入へ統一
(4( 誰 ~:; 人 650冊。 450凹O 200.000 その他の雑収

6 特定預金取崩収入 5，6∞，0∞ 。 5，600，0∞ 101.'<1年記念リ I~!l童、
名簿茸1司市2備引当金取崩益

当期収入合計 (A) 42，631，228 34，182，957 8，448，271 
前期繰越収支差額 4，588，611 4，662，∞1 乙L 73，3卯

取入合計 (8) 47，219，839 羽，8制，958 8，374，881 

‘ ... H 支出の剖;

1 事 車 費 25，2∞，000 16，940，0∞ 8，260，000 
(1)研 官事 :zt‘ j~ 2.650.0日O 2.650.000 01 1守純研修会、品演会等諸'I!III 
(21 広 報 'I~ 700凹O 670曲。 30.0佃 広山、その他!ム報活動費
(31 会報並行 n 2.7日目 .000 2.700.000 0 町川法人会会報及ひ'ニュース並行諸n
(41 会 11 名簿走行代 4.600.000 800曲。 3.800.00日 会II名簿発行、発送諸費
151 連介会会報 j~ 750.000 670.叩O 80.000 配布用「ほうじん」購入代
161 会 IIlW強推進 j~ 400.000 400守000 。 会II増強JJIIIJ中諸費用及ひ'地L><:補助
171 地区、文郎通 干tt， 3.500口00 2.700.000 800.冊。 地区会運ザ，活動費
(副部会通常 n 1.950日JO 1.800白抽 150制加 源良部会.N年部会、婦人部会運針i活動費
191 連 ノ"

ん 肯 550.000 550.脱却 。 車法連等会費且び会議費等
(川研究懇談 会 l' 300.∞o 400.以JO 6. l問。O叩 1正.ntt-H体共催"1業等負jfl金
11I1捗 タト 1~ 300.叩O 300.000 日間係I.ij体、村外的豊司;
11~ 慶 j~ 100句000 100.凹O 。会w豊iJ)
11m 茸 ;r '1' 3.700.000 3‘2叩 .000 500.(泊。 会報・ほうじん等発送jt
11~ 記念行事 j~ 3.000.000 。 3.000.000 創立40附年、判 I.ß化IO同寺記念行~I~å l'i費用

2 会 議 貸 2，070，∞o 1，900，0∞ 170，000 
11)総 A 4、 '1' 1. 700.000 1.5刷).000 200.000 J曲n.総会費用
121 生 II ~ 'It 250.000 250.∞o olf型事会諸費用
131 委 II h iE jt 120.回目 150，∞o ム 30日∞ 吾II会等，m用

3 管 理 費 16，臼4，5∞ 16，412，凹却 232，500 
!l)給 科 手 当 10.762.5朗 10.250.世抽 512.5∞ 聴II給与、交通費
(2) 福利阿 佐官 1.0伺冊。 1.000白川 0 聴11 、II:~保険、厚生関係諸制
13) 旅 jt 主通 'It 300.000 300∞日 0 役職!lm張旅 'I~
141 通 tr 'It 500.000 9:1O.削O 6. 4:J0.000 i曲1，;諸n
15) 什出{曲 M， 'l~ 650.000 650例O 01 F A Xリース料他
161 消 lt nn 'It 920.000 9加.帥O 0 会II章、カメラ備品、 "務消耗M，~'fの諸 jtIIJ 
(71 修 結 '1' 150.凹O 150.曲。 。 事務所修繕jt
(81 水道克 批判 240.例日 240帥O 0 事務所車道v 丸費
(91 ま 1.032‘日00 1.032.000 。 事務所事lt1 ，年分
(川租 f見 ~.~ ;;~ 。 30.ωo 6. 3日。000
(1))支払 T 数料 950.000 800.但JO 150.000 会'荷受取手数料
(I~凶 .': '1'1 130.白川 100.曲。 30.0佃 税務関係舟諮等の購入- (I~雄 '1'1 10似抽 10.低周 。

支出の郡小計 43，914，5∞ 35，252，0∞ 8，662，500 

4 固定資産取得支出 200，000 300，∞o 6. 100，000 
(11 什 22備品購入支出 200.∞o 3刷).000 どミ 100.叫10 ←仙~Aカメラ、屯話機

5 特定贋金支出 2，500，0∞ 3，000，∞o 4込 500，∞o 
(1) 0 A償鵠人'J!:!l間金支出 。 500.自抽 A 500.000 
(21 会館航、〉リ|当傾金支出 1.500.000 ! .0日目守000 500.000 
(引退職給与リ|当掛金支H¥ 500.冊。 500.曲。 。

(41 10周年記念杭立預金 。 1.0口0.000 ム 1.佃 0.0∞
(51 名簿尭刊準備づl当傾金 500.町田 o 5凹，曲。 ※ I 

6 予 備 費 印5，339 292，958 312，381 

当期支出合計 (C) 47，219，839 38，844，9日 8，374，881 

当期収支 差額
(A)-(C) 6. 4，588，611 6. 4，662，∞1 73，3鈎

次期繰越収支差額

(日)-(C) 。 。 。

一 一

業 l 名簿の発行において.剰余金が発生した場合計上する。
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度年フE成平

増強功労者表彰者名簿貝ム一
A

雄原南京有限会社司
Eヨ

夏JlI ワカJレマ株式会社

耕塚腰事商美丸有限会社己克山

知

手口株式会社

孝

男

潔

幸

義

部矢

森

藤

匝

円

商立[¥矢

，鳥

有限会社

株式会社

有限会社

子

純

貞田

手n

伊

木

し野興産

ノf

っく

ロク

有限会社

有限会社

有限会社 野応商徳、長正口クラウン興業

子敏堤Jレピ堤株式会社↑専萩生田株式会社業産田生手長

w
h
v
 

白
h
H

木植堂文5ム株式会社仙太郎子ノ¥
ytf.. 庖商子

b.. 
豆E株式会社

司

保

女子坂

木

石

青

庖商石丸有限会社守

身

四ヶ所

樹

株式会社産血士--→・n ... 

‘' 

正

富雄

亜紀男

紀

育

木

藤

村

雄

雄

白

伊

北

五十子

沼

株式会社産興中丸

倉リ建東株式会社

株式会社

有限会社

五有限会社

11多

清

平

守

子

男女子

株式会社I由石樹

JII 野株式会社ト丸 川スレー

H百林応商林有限会社

四ヶ所医療法人・社団芙蓉会芙蓉病院

野at万

4
ヲ

J

4

4

 

ノ勺Fン有限会社

貞

洋

栢社友電有限会社信

栄
浦屋野中株式会社

村

山

松

高

口
口口食村松有限会社二

伸

元

谷j長

τケ

木目田

家具の大正堂株式会社

隆庖商I1J 高株式会社尾株式会社壬'"員又建尾品

明手iJ中

沢

田田中食器厨房株式会社やかざんし有限会社

武

昭

矢

村

げ
い
事

e

寸
ノ

イ
ノ

h
M
J
 

、J
Jエ

円
μ

7
'
 

有限会社

株式会社

之正田藤

中

藤田彫刻工業有限会社

雄

宏

雄

要

征

‘' 

田商手"誠

忠

明

純

日比野日比野電子計器有限会社

林

仁

内藤電誠町田製作所株式会社

有限会社 科

木

工商ヒサア

正

三

健

男

哉正

勝

儀

茂

栄

弘

勝

博

省

J¥ 株式会社八木食品産業

平

雄

潤

広

夫

紀

昭

進

徳

稲

男

木目回

繁

原

田

法

晴

允

田

見

内

藤

瀬

元

安

盛

和

田

J 11 

JII 

原栗株式会社次

住 建株式会社

コンピr7システムデザイン

i毎東

有限会社

株式会社 事商見松

株式会社アップル商事

屋りtJJ 髪有限会社

設建持~!1X; 有限会社

築建7じ村有限会社

庖商田キナ有限会社

栗

川

吉

松

山

佐

成

村

村

古

市

株式会社

市川コンクリート工業所

業工成

有限会社

伊藤建築設計事務所

北村建築設計事務所

十子石油

きめたハウジング株式会社

由
叩，4E

・

介

男

進

朗

夫

徳

作

久

次

8 

史

邦

義

賢

茂

健

山

下

本

井

木

藤

波

藤

橋

藤

本

佐

諸

八

平

業工山中有限会社

藤

足
正百l寿有限会社

勝有限会社

日 Li， 
Fす 1[:1家孝丸イi限会社

合名会社 平野屋金物防

石

鈴

佐

王T

加

猿

加

木目田

藤

築

朝

地

ヤダサ勺'株式会社

鈴木タンス広株式会社

相互会社大 同生命保険

株式会社ヨ'"員又建j皮干I

機電藤n
H
H
 

-甘
M有限会社

株式会社秀信金属産業

株式会社事商ヤタワ

株式会社あ る けい総業

田書図.b.. 
仁1総株式会社

株式会社 所作製地築

見

JII 大

高

株式会社

務工見

機

朝

工

株式会社

模相



敏桐村

高業工訪日建梨

前
…
吉
岡

屋
十

余有限会社j青渡

堀

画ノ¥
』二L辺渡有限会社

E!~ 

治

行

定

直

昌

義

和本

梨

津

有限会社雅江

福

菅

吾 IL
flJ{ 建目司南株式会社/¥、

野有限会社トキ ワ 美 術 印 刷

止lT.!i 務工本LlI 有限会社

夫

次
沼

林

藤

老|町 田中央建設株式会社

中
'lヱρ若庖務工林叫右有限会社

義

敏

宏

夫

成
文

俊

初

平

真

勝

抽

葉

田

成

田

藤

保

保

千

久

久

株式会社ク.. ; イア

壬IL
目以電十来千株式会社

災|坊仁L多官
回有限会社

江インテ リアノ、ウス有限会社

くlまたシステムズ有限会社

斉株式会社つくし野 不動 序

E! ~ 五武武藤塗装工 芸 社有限会社田山株式会社日本電話 設 備

男良沢小 沢水道工事有限会社次田4文株式会社商圧l牧

隆

""ノr巴入ノ
IJ~ 

口橋

河

材-木本止|有限会社成正
ノi、
口!古タニ 工務府コ株式会社

合

木

峯

車株式会社重む自共同
刀

rr』F信田藤株式会社1
 
1
 

・
吋
J
E

石)11 綿

雄

明

主主
主ヰ

τ主r
l百J!苫商木高株式会社ー内

回
h
H

五野大株式会社鶴川土地建物

弘

佐二郎

干上業ー~ 
唱峯有限会社男波

蔵

藤

山

神

斉

屋後越株式会社

田官
聞工言伝日朝株式会社江玉有限会社業血1j成干I¥J

男国島

島

中庖両
同

・1鳥中有限会社υ
F
U
 

、
寸
ノ手IJ業工日毎斉有限会社

義飯j苫湖

第
2
部
の
懇
親
会
で
は
、
和
気
相

々
と
懇
親
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

屋島飯有限会社ム口勝士碁，馬庖務工土品馬有限会社

9 

平成元年度の会員増強功

労者を代表して感謝状を

受け取る伊田 さん。



町 田 税 務 署 異動のお知らせ

く転 入〉 く転 出〉
署 長 安光 j羊 (局 ・調査二部統括調査行) 樫井 {呆 (局・問税部調査管理課長)

総務課長 中 村松介 (横浜南管徴 l統指官) 木谷聖三 (東審 ・副審判官)

法 人 特 官 有 田 四 良~ (相模原・法人 3統指官)

法 1統括官 小林英 男 (局 ・総情 ・主任分析官) 須 田 靖 (浦田・法人 l統括m
法 2統括官 小 西 謙二郎 (局 ・調査三部主資) 植野浩幸 (横浜中 ・源泉特m
法 3統括官 肯ε谷 祐 j台 (八王子 ・法人 l総上町) 東 山 幸 次 (局 ・調査一部国際専門官)

(新しく 着任された方々)

F3 
4?hh 

総務課長

中村 松介

法人特官

有国四郎

i 
法人税第 l統括官

小林英男

法人税第 2統括官

小西 謙二郎

法人税第 3統括官

熊谷祐治

町田税務署法人税・源泉所得税部門配席図

法人特官
有国

法人税第 3部門 法人税第 2部門

法 3統 括熊 谷 11法 2統括 小西 |

法人税第 1部門

法 1統括 小林

仁豆日

税務署 2階

(指導)

|カウンタ ー |

入
口

nu 



我が地区会・・・・・・・・・・町田北第一地区会

我が地区会、町田北第 1地区会は、あれや

これやと特徴があり限られたスペースで書き

尽くせない程です。又、それを自慢するつも

りもありませんが、地区の現状を感ずるがま

まに書き綴ってみます。

町田法人会17地区会中で、会員数はNo1です。

平成 2年4月末現在で282社。これも長年当

地区役員の皆様方の日頃からの法人会、地区

、， 会に対してのご理解、ご協力の結果と感謝申

し上げます。

会報ですから法人会の事に多少ふれました

が、今回は見方を変えて特徴を 2-3拾って

みます。先ず官庁の多い事。市役所、税務署、

警察署、消防署、保健所、都税事務所、法務

局の町田出張所、都南多摩東部建設事務所等、

官庁が所存し、平日と日祭休日とでは 1日当

地区会長木口 正

りの人口動向数に大きな変化があるのも他地

区と異なり、又官庁に従した職業の多い事も

特徴の一つです。例えば「士」の肩書きを持

たれる人。いわゆる「先生」の数も他地区の

比ではありません。計理士、司法書司、設計

士等々。それに最近はコンピューターに関連

したソフト開発会社の数も非常に多く、“雨

後の竹の子"の様に設立。毎年倍々で生長し

ている会社も多い。町田市のシリコンパレー

(頭脳集積地区)とでも云われる様な地区で

もあります。

最後になりますが、又法人会にもどります。

他地区と同じ事もあります。それは、ここ2，3

年の問、新設法人の設立ラッシュが続いてお

ります。皆様には、法人会に加入、勧奨のご協

力、ご支援をお願い申し上げ筆を置きます。

我が地区会・・・・・・・・・・・・忠生第一地区会
地区会長老沼和夫

忠生第一地区会は、忠生と山崎の二つの町

' で構成しています。忠生は、当地がまだ忠生

村であった頃からの中心地で、その地名を受

け継ぎました。市制施行当時は、住宅など無

かった新開地であります。またここには道路

公団の研究所があり、高速道路に関する様々

な実験を行っています。一方山崎には、日本

有数の山崎団地があります。このような地域

に会員数約170社があり、新興地域のため色

々な業種があります。今回は、これら会員の

中から企業経営の苦労話を紹介します。

この会社では、ベビーベットから赤ちゃん

のおもちゃまで、巾広く育児用品の総合レン

タルをしています。創業16年、近年急成長を

し、今日を迎えておりますが、これまでの16

年間には人には云えぬ苦労が沢山あったそう

です。資金難という苦しい時期は10年近く続

き、それでもやる気を起こさせたのは、開業

当時、近在のある先輩業者に挨拶に行ったと

きです。 50歳を少し越えた初老の社長さんは

人のよさそうな方でした。既に10年も前から

この仕事をし、社員も 12-3人かかえたその

方の汚れた作業服姿をみたとき、この商売は

駄目かな思い、反面逆に、 50歳までになんと

か物にすると云うやる気を起させたそうです。

噌
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法人税問答シリーズ

月伴者に係否海外渡航費

--OO~奏会議に出席のため

妻を/弓伴した場合~

社長「部長、今度アメリカで開催される業界の国際会議に出席することになったが、こういう

場合の費用は税務上どう扱われるのかね。」

部長「海外渡航費については、法人の事業上の経費か否かの判断が難しいところですが、税務 . 

上の取扱いは次の様になっています。」

①その海外渡航が法人の業務の遂行上必要なものであること。

②かつ、その渡航のため必要と認められる部分の金額に限って、旅費として損金算入を認

めることとしています。

社長「法人の旅費として認められなかった分はどうなるのかね。」

部長「その分は渡航した役員又は使用人に対する給与となります。」

社長「業務上必要な海外渡航か否かの判断基準はあるのかね。」

部長「旅行の目的、旅行先、旅行経路、旅行期間等を総合勘案して判定しますが、次の場合は、

原則として事業遂行上必要な海外渡航に該当しないものとして取扱われています。」

①観光渡航の許可を得て行う旅行。

②旅行斡旋を行う者等が行う団体旅行に応募してする旅行。

③同業者団体その他これに準ずる団体が主催して行う団体旅行で主として観光目的と認め

られるもの。

(基本通達 9-7-7) ‘' 
社長「今回の会議の招待状には婦人同伴と書いてあるが、妻を一緒に連れて行った場合妻の旅

行費用はどうなるのかね。」

部長「役員の海外渡航に親族を同伴し、その費用を法人が負担した場合にはその旅行費用はそ

の役員に対する給与となります。しかし今回の場合は、

①国際会議への出席のために配偶者を同伴する必要があること。

②旅行の日程上観光の時間はないこと。

③旅費も通常要する範凶でしか支給しないことからして、法人の経費(旅費)として処理

して差し支えないと思います。」

(基本通達 9-7-8)

つ臼
唱
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消費税の Q & A 

Q 当社では、以下のように販売出の経費の一部負担を現金で支出しましたが、この場合

消費税の取り扱いはどうなりますか。

200円相当の
物品の贈与 /ー¥

販売庖 i .(ユーザ二)

(注)上記物品は販売庖が購入する

現金100円支払

A 販売奨励金であれば、原則として売上の対価の返還として取り扱われます。

(取通11-3-2)

ただし、物品購入とひも付の経費負担であれば、当社の課税仕入として取り扱われます。司・w

Q 当杜では、資材の購入について納入期限問ており、納入期限を遅延した業者から

は契約違約金を徴収することとしています。当該違約金の取り扱いはどうなりますか。

なお、資材の購入は先払いとなっており、納入期限後に納入された場合はその契約に

おいて日渉何銭を徴収する旨、明示してあります。

A 損害賠償金や違約金というものは、被った損害等に対して支払われるもので、一般的

には対価性がなく課税対象とはなりません。

Q 主当封出j討批+杜士で吋lは土、jセ一j… ンバIには肌こコ士

' 除の対象となりますか。

また、賞品を支給した場合はどうなりますか。

A (1) 現金を支給した場合

給与だけの支給を受けている者に対して支給した場合は、給与の支払となるので課税

仕入とはなりません。

外交員報酬を受けている者に対して支給した場合は、給与以外の役務の提供の対価と

なるので課税仕入となります。

(2) 賞品を支給した場合

賞品の購入費用は課税仕入となります。

q
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武将の死に際
織田信長の場令

綱 淵謙錠

天正10年(1582) 6 月 2 日早朝、織田信長カf~、

者日の本能寺で明智光秀の軍勢に襲われ、闘死して

いる。世にく本能寺の変〉と Lづ 。

この事件IJ.天下隠れもない事実であり、だれて、

もが知っている。 しかし、それから こんにち(平

成 2年・ 1990) までの 408年問、なぜ明智光秀が

主君信長に謀反を企てたのかという理由について

は、いまだに万人を納得させるに足る説明がつい

ていない、 tいうのが実情のようである 。 日本歴

史上のく謎〉 のーっ とい ってよいであろう 。 それ

はど意外な反逆だったのである 。

だし、たい、良質の史料では、明智光秀という人

物の前半生IJ.全くとい ってよいはどわかっていな

いのである。 したがって光秀の生涯でたどりうる

のは信長に仕えた永禄11il'-(1568)からのわずか

14年間にすぎず、その死んだとき(1:い っても、

本能寺の変から 11日後であるカf) の年齢さえ定か

でな L、(高抑1I光寿著『明智光秀J)。それほど名 もない出

自の光秀が、人つ苧カ，t、の荒さで有名な信長←ーー と

いう ことは、部下を厳しい眼てやI吟昧し、なかなか

信用しない性格の信長に抜擢されて、常に昇進者

の トップを行〈状態てあ った。光秀自身、 この厚

遇にいつも感謝し、信長の最も忠実な部将たらん

としていた ことは、当時の史料がすべて指し示 し

綱淵謙錠氏略歴

大正 13年 樺太生ま れ、東大文学部卒。

昭和47年 「斬」で第67回直木賞受賞。

「幻J r戊辰落 日Jr幕末風塵録」 等多数

の作品がある 。

ている事実なのである 。

本能寺が修理改築されて小さな城塞となり、 信

長の京都での宿所とな ったのは天正 8年(1580)2 

月であるが、 信長がまだ岐阜 守本拠としていた こ

ろは、京都に出ると光秀の屋敷を宿所としていた。

それはど信頼されていたわけだ。 その後、 信長の

上洛の頻度がふえるにつれて、知l恩院、相国寺、

妙覚寺 t宿所IJ.変ったが、本能寺の変の二年前か

らこ こを京都における本陣としたのである。 そし

て翌天正 9年(1581) 2月28日、 信長は京都て天

覧の馬揃えを?行な ったが、こ の ときも安土か ら1:1'，

て来て本能寺に宿陣した。

〈馬揃え〉という のは現代の観兵式ないし観閲式

577 

織
田
信
長

- 14 -



入した騒まを、信長も 小姓たちも初めは下下の者

とある。 そのうちに鯨1皮

の声があがり、御殿に鉄砲が撃ち込まれたのてだ

れかの謀反だ と気づき、森蘭丸に r1.ごれの謀反だ」

と信長がたずねると、 「明智の軍勢 t思われます」

この ときは正親JlIT天皇の御覧になる晴れ
あ Lカが

の鳥J所lえで、あった。 それは従来の足利将軍に代っ

に当り、

どものI宣11華fごと思った、

て天下に号令する新たな人間の出現を布告する、

信長には最も 重要な儀式であっ た。 そして この儀

式は蟻大に、 美美 しく行われ、成功裡に終った。

と答え たので、 「是非に及ばず」と 信長"t.もらした、

という。常に相手の意表に出るのが信長の信条であ

この馬揃え に参列 したノレイス ・フロ イス tいうポ

ノレトガノレの耶蘇会宣教師の『日本史J(松田毅一づ11

この馬場に集った それがこのときは、逆に光秀によって意表

をつかれたのである。「是非に及は、すJ

った。曲者相じk訳、中央公論社)によれば、

なかったであろう 。

寝巻のまま表御殿に出た信長はみずから弓を と

って防戦に 当っ た。 しかし、 二、三本引くと弓弦

が切れたので槍に変えたが、 J]すに敵の槍を受けた

と奥に入って女た ちを逃

が し、殿舎に火をかけて、部屋の内から鍵をかけ、

とし、うしか武将は 700人 にのぼ り、諸国から見物に来た群衆

と報告 されている。

こ の !l.~f義を 奉行と して取りしきったのが、はかな

は20万人に近いとい われた、

ら心光秀であ った。光秀がこれを生涯の名誉 と感

激したのはい うまでもない。

ため r，、まは これまで」それかL?3ヵ月 U1::'たった天正 9年 6月 2日付

て、光秀は時l智家の 「軍規18条」を制定し、

末尾に「石 ころみたいなつ ま(:， 8ユわたくしを百し

その

J/夏を切って死んだ。H寺に49歳。 これに殉ずる者、

森蘭丸以下 7、80人。光秀は兵r皆して信長の首

級守探させたが、焼失して見当らなかった。

フロイスの 『日本史』てやは、 l明智の兵が乱入し

出して莫大な兵を預けられたのは信長公である。

その御恩に報L、る ために この軍法を定めた」 と述

それなのに、奇 しくも この軍規制定のべている。

てみると、信長がちょうど手と顔を洗い終え、手

拭いで体をふいていると ころだった、

こでただちにその背中に矢を放つ t、信長はその

矢を引 き抜き、 長万を子にして 出て来た。

そとある 。

日からち ょうどl年後に、光秀は信長 を殺したわ

?で'tIうる。

太日:ドiニーの『信長公記』による と

そして

自分の部屋

に入札戸を閉じ、そ こで切腹した。 また一説に、

御殿に火を放ち、生きながら焼死したともしづ 。

くその声だけでなく、その名だけで万人 を戦傑せし

めていた人聞が、毛髪といわず脅といわず灰:誌に

帰さざるものは一つもなくなり、彼のもの として

は地上になんら残存しなかった〉

この世に一物も残さず、 というのは火勢の強さ

であるが、信長の気性のiOxしさを思わせて無気味

しばらく ljíj( っ たが、 !陶 l こ室充~!ìí.を受け、

明智勢の乱

「明智鍛」 光秀は大きな謎を残した まま、この場所で土

民の手にかかった てれある。
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部会だより 婦人部会 l
婦人部会定時総会のご挨拶

婦 人 部 部会長堤 敏子

5月28日、町田税務署の会議室をお借りし

て、定時総会を開催いたしました。

早いもので婦人部会も 9回目の総会を迎え

ることが出来ました。署長、統括官、指導官

のご指導のおかげと心より感謝申し上げます。

併せて、三橋会長はじめ役員の方々の深い

ご理解とご援助のおかげと心よりお礼申し上
司.. 

げます。ご多忙な婦人部の皆様も、積極的に

行事に参加し 3ただき、活動の輪が大きくなっ

てきました。ご協力感謝しております。

本年度も税の研修を重ね、教養も高めてま

いりたいと思います。

町田法人会も創立40周年・社凶化10周年を

迎えました。大きな歴史の重みを感じます。

たゆみなく続く会員増強も、地区の役員の方

々の大変なご努力によって支えられています。

私達も未加入の会社の入会を心がけていきた

いと思います。 10周年の行事、婦人部会の行

事に積極的にご参加下さいます様念願すると

共に、皆々様のご健康と事業のご繁栄を祈念

' して、ご挨拶にかえさせていただきます。

『人生体験の裏話』を聞いて

(掬久美堂井之上久子

婦人部会定時総会終了後第2部として、町田

市勤労者互助会会長斉藤繁氏が標題の講演を

してくれました。 5年前に心筋梗塞の発作を

起したご自分の体験をもとに、お医者さまと

の付き合いの大切さ、長寿の意義等をわかり

やすくお話ししてくれました。

また、町田市における福祉の現状、東南ア

ジアの杜会福祉の状況等実例を挙げて、福祉

により救われる生命の大切さ、生命あってゆ

えの人との交流のありがたさを語られました。

因に斉藤氏は今年古稀を迎えられたそうです。

町岡市施設見学と健康についての研修会

附 三 徳 山 口 栄 子

婦人部会に入部させていただき一年になり

ますが、盛沢山の研修会に、毎回楽しく参加

させていただいております。 4月3日に、市

内見学のパスを出して下さいました、東京ト

ロンさんご協力ありがとうございました。

リサイクル文化センターでは、…(ゴミ 1

日1人当り 685g) 町田市で、(1日204t) も

出るそうで大変な量です。(1日300%)処理

して他に持ってゆくと伺いました。もう一度、

身近なゴミを見直して快適な生活環境をっく

りたいものです。

「花の家」、「室内プール」を見学した後、

「多摩丘陵病院」に着き、事務長さんの丁重

なおもてなしと、院長先生のお話を拝聴致し

ました。

。健康三本柱は[運動・栄養・休養]が必要

とのこと。

(1)35歳を過ぎたら、年 1回の総合検診は義務

に等しい。

(1)3大成人荊・・・[心、臓病]、[癌]、[脳卒中]

には要注意。

最善の対策は、早期発見による治療が良い

でしょう。

見学者の中に、こちらの病院で目の手術を

された方が2人いらっしゃいました。眼科は、

特に権威のある病院とのことです。

病気だけでなく、心の病気も治して下さる、

こんな素晴らしい多摩丘陵病院が町田にある

ことを知り感動致しました。
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|部会だより 青年部会|

青年部会第11回定期総会報告

去る平成 2年 5月22日、町田商工会議所に

おいて、青年部会第11固定期総会を開催しま

した。

当日は、親会より石井副会長、 署より佐藤

副署長、須田統括官、野崎上席指導官の|駒市

を頂き、司会三橋副部会長の開会の言葉によ

り午後 6時開会しました。

初めに、加藤青年部会長よりご挨拶があり

ました。ご挨拶の中で加藤部会長は、会員各

位の部会への御理解と、各種事業へ積極的な

参加引呼び掛けました。また、法人会々員と

してのメリッ トは、各種研修事業へ参加する

事ーから見い出せるのではないでしょうかと問

いかけました。

挨拶のあと 、規約に基づいて議長に就き議

事に移りました。

第一号議案、平成元年度事業報告承認の件

を井上副部会長が報告。

第二号議案、平成元年度収支決算報告。並

びに監査報告承認の件では、収支報告を細野

会計よ り、つづいて青木会計監査が監査報告

青年部会副部会長 村松桐敏

をしました。

第三号議案、平成 2年度事業計画 (案)承

認の件を荒江副部会長が提案。

第四号議案、平成 2年度収支予算(案)承

認の件を細野会計が提案。

第一号から第四号までの各議案は、満場一

致で可決されました。

その中で、上程した第三号議案。「平成 2

年度の事業計画」の中では、今回"法人会全

国青年の集い"が東京で開催するとの報告が

あり、町田も開催に際して協力していく旨の

説明と、親会の周年行事への積極的な協力等

の提案がありました。

議事終了後、石井副会長と佐藤副署長より

ご挨拶を頂戴しました。

最後に、 |司会の言葉として、司会三橋副部

会長の「今年は、例年と少し変わった事業を

計画し、部会員の参覚意識を高める様にした

い」という言葉をもって、総会は無事終了。

会場を「酒楽亭」に移して懇親会を開催。懇

談なごやかなうちに，11!r;事終了しました。

青年部会部会員募集のお知らせ

(社)町田法人会青年部会では、新規部会員を募集しています。募集要項は、法人会の会

員企業で、次期経営者又は、 45歳以下の青年実業家、或は経営に携わっている方です。

当部会の事業活動は、会報等の広報のとおり、おおむね隔月で研修会 ・懇親会等を実施

しております。若手経営者皆様のご参加を心よりお待ちしております。

お問い合わせは、お近くの役員または法人会事務局の松本までご連絡下さい。
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厚生委員会よ

「よき経営者をめざす」法人会活動の中で

福利厚生制度の充実は、企業経営の重要な柱

に加える時代背景が来ていると存じます。高

令化社会の急速な到来、若年労働力の不足・

生活環境の質の向上、外国人労務者の受け入

れ問題等、社会が大きく変化しております。

その中で、企業が生命力を維持するためには、

ー人を大切にすることであり、それはとりもな

おさず福利厚生制度の充実ではないかと存じ

ます。

町田法人会は、従来、経営者のための大型

保障制度を全法連の組織の中で取り扱ってお

り、多くの経営者のご賛同とご協力を得てお

ります。この制度は、大同生命保険制との

提携でございます。同生命保険には、他に経

営者退職金制度、特定退職金共済制度がござ

います。

会員の皆さんのご家族の方、並びに従業員

の皆さんの為に人間ドックのご利用をおすす

お知らせ

厚生委員長石川洋一郎

めします。市内のしっかりした病院が当会と

提携しております。手軽にご利用され、大切

な健康管理を定期的に実施されることをおす

すめいたします。

死亡率 1位のガンについても、経営者とし

て頭に入れておく必要があると存じます。「が

ん保険」についてもご相談下さい。制度とし

てしっかりした保険でございます。

本年度より郵便局の簡易保険団体加入の制

度をとり入れました。貯蓄をしながら入院保

障、死亡保障が受けられ、満期には、有利な

配当金が受けられます。税金面でも大変有利

で資金運用と従業員の福利厚生にご活用され

ることをおすすめいたします。

以上、厚生委員会より事業計画の内容につ

いてご案内申し上げました。お気づきの点、

わかりにくい点等ございましたら事務局へお

問合せ下さい。 (ft26-2453)

会員増強で東法連より表彰

平成 2年 5月25日に開催された社団法人東京法人会連合会の第12回通常総会で、平成元

年度各単位会の会員増強功労者の表彰が行われました。当会では次の方々が表彰されまし

た。つづいて総会の席上において、永年の法人会活動と運営に多大な功績を納められたこ

とにより、 2名の方が全法連功労者表彰を受けられました。

<会員増強功労者表彰受彰者>

常任理事三樹修身、 木日田元

理 事野川 清、藤田正之

森野地区幹事・第 2支部支部長高尾仲

司.. 

忠生第 1地区・第 2支部班長中山博正

堺第 2地区・班長 佐藤省三

<全法連功労者表彰受彰者>

T1J第 1地区・第 2支部副支部長林昭平 常任理事八木下正男、 萩生田博

森野地区幹事・第 1支部班長渋谷栄二
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りよだ局務事

国際交流のひとくち知識シリーズ

ベルギー王国
言語の境界線をもっ国

異なる 2つの国が同居しているような国一

それがベルギーです。というのも、境界線に

よって国土が南北に区切られ、北のフラマン

地域ではフラマン語(オランダ語)が、南の

ワロン地域ではワロン語 (フランス語)が、

首都のブラッセル地域では両言語が使用され

る一一つまり、 言語の使用地域が分かれてい

企最善の安全保障は他国間協調

意外と知られていないのが、この国に EC

(欧州共同体)とNA T 0 (北大西洋条約機

構)の本部が置かれていることです。険しい

山や大きい河を国境にもたず、西ヨーロッパ

の中央に位置するベルギーは、たびたび他国

の侵略を受けるという、つらい歴史を背負っ

てきました。

固と国との力関係が時々刻々と変化する中

で、いかに自国の自由を保ち、発展を遂げる

か一一ベルギーの人々は、 他国と協調し合う

ことが、最善の安全保障になることを身をも

って知っているのです。

企産業の活性化を日本に期待

日本とベルギーの貿易は、相対的にはあま

り大きな比重をもっていません。

るのです。

「なんて非効率的なJ I一つの言語に統ー

できないものか」などと思われるかもしれま

しかし、この境界線は、紀元 l世紀ご

ろの、ローマ帝国の統治時代にできあがった

といわれています。その後、時の強固に幾度

となく併合されたにもかかわらず、境界線が

なくなったり 、使用言語が統一されたりする

ことはありませんでした。やはり、“言葉の壁"

は厚かったということなのでしょうか。

せん。

しかし、最

エレクトロ近のベルギーは、情報・通信、
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ニクスなとさの先端産業の育成や、新規投資の

導入による産業の活性化を目指しています。 ベルギー王国

首都 ブラッセルその点で、日本への期待は大きいと忠われ

ます。昨年秋、海外における総合的な日本文

化紹介事業として、空前の規模を諸る「ユー

ロパリア '89ジャパン」が催されました。ユ

ーロパリアは、毎年ベルギーで行われるヨー

面積 3万519knI(日本の約1/12)

人口約987万人 (1987年)

人口密度 1 knI当たり約323人

(日本とほぼ同じ)

ロッパ最大の文化と芸術の祭典で、ヨーロッ 言語 オランダ語、フランス語、ドイツ語

パ以外の固では、初めて日本がそのテーマ国 宗教 キリスト教(主にカトリック)

に選ばれたのです。

町田法人会創立40周年・社団化10周年記念事業のお知らせ
会員各位並び、に関係諸|寸l体のおかげをもちまして、弊会も創立40周年・社団化10周年

を迎える事が出来ました。そこで、下記のとおり、周年記念事業を催しますので、ご多

忙の折り誠に恐縮でありますが、万障送り合せの上、ごIII席下さい。

日 時

場所

~ê 

平成 2年11月 6日(火) 午後 1時

ホテル・ザ・エルシー

第一部 公聞記念講演会

講師 政治評論家 屋山太郎氏

第二部 記念式典

第三部 記念パーティー

※ ご出席の方は事務局 (ft24-5853) までお巾し込みください。

申し込み締切り 9月20日

※ 第二部記念式典以降は会費制に致します。

社団法人 町田法人会会報第34号

発行年月日 平成 2年 8月 1日

発 行 所 社団法人町田法人会

東京都I!町田市原町田 3丁目 4番 4号

TEL 0427 (26) 2453 FAX 0427 (24) 5853 

発行入社団法人町田法人会会長三橋忠正

編集入社[-.J]法人町田法人会広報委員会
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時代のニーズにお応えして、
経営者の方々に安心をお届けいたしま弘

企業保障フラン弘タイプ
-・・t司明5瓢司主主回1潤国司~IDffil・・・
企業保障プラン・総合型 Lは、

ガンバリ続ける経営者の意欲と行動力をパックアッフ。します。

平均寿命を超えた長期保障
-最高85歳までの長期保障、保険料は一定0

・新規加入は74歳まで。

ワイドに充実した保障内容
-入院は5日以上から保障。

・手術、看護、入院・通院の治療にも安心。

大きな安心で‘応援します :(hFl 
-最高3億円の大型保障。

・海外での事政・病気も保障0

・退職金、功労金などの財源確保。

. 中途で問になる場合でも定期保険の解約払戻金

および積立配当金を受けとることができます。

引受会社 大同生命 白IU保険会社

町田営業所/町田市中町2-2・5 八王子支后/八王子市東町 7-3

TEL 0427-22・5756 TE L 0426-44-3151 
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